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【AP05-1-4】（別紙 3） 

第 32回 WS活動報告 

2005.5.25
総務担当幹事 山本 学

長 修正(2005.5.28) 

第 1回実行委員会議事録

日時：2005年 3月 28日（月）13:30～16:30

場所： 東京工業大学大岡山キャンパス南 3号館 2階電気情報系第 2会議室
議題：(1) 第 32回WS実行委員会委員の確認
(2) 活動計画および開催スケジュールの決定
(3) シラバス審議
出席者（敬称略）：森下 久，山本 学，宇野 亨，広川 二郎，石井 望，佐藤 和夫，廣瀬
雅信，深沢 徹，山口 良

1. 活動計画および開催スケジュール
・講義：11/24（木）9:45～16:45

 東工大百年記念館フェライト会議室（定員 80名）で開催
・第 2回実行委員会（テキスト審議）：9/19（火）13:30～
 北海道大学にて実施
・第 3回実行委員会（発表形式審議）：11/18（金）10:00～
 東工大にて実施
・8月号の IEICE学会誌に募集要項を掲載（原稿締切：6/25）
・AP-NETでも募集要項を流す
・募集期間：8/1（月）～9/15（木）
・募集結果を踏まえて，9/19（火）の実行委員会において再開催の是非を決定
・テキスト初稿〆切：8/31（水）
 アクセス制限付きで実行委員がWeb経由でダウンロード出来るようにする．
・テキスト最終原稿入稿〆切：10/11（火）
・テキスト発送予定日：10/25（火）

２. シラバス審議
森下講師により提案されたシラバス原案に対して，審議の結果，下記のような内容とする
ことが了承された．

タイトル：「小形アンテナの基礎と実際」
 ・「こがた」は「小形」に統一する．
 ・サブタイトルを入れる．
 （募集案内には載せない．テキスト最終入稿までに講師が決定する．）

テキストの目次概要
 1. まえがき
 2. 小形アンテナ
 3. 小形アンテナの実用・応用例
 4. 小形アンテナの測定
 5. 小形アンテナの設計事例
 6. 最近の小形アンテナの動向
 7. あとがき



実行委員からのコメント概要
・給電点の取り扱いは？ 限定した形で説明する予定．
・どのようなスタンスで講義を進めていくのかを明確にして欲しい．
・（シラバス原案の）第 5章の内容を第 2章の直後に述べたほうが良い．
・個々のアンテナの紹介よりは，折り返しループアンテナ等の具体例を取りあげて，
 小形アンテナの設計の流れを説明する形式のほうが良い．
・シミュレーションそのものよりも，設計事例を述べたほうが良い．
 そうすれば，解析，実験や設計の流れもまとめて説明できるので良いのでは．
・同じアンテナを異なる複数のシミュレーターで解析した場合の結果を出して欲しい．
・シミュレーターの商品名を公表して講義するのは問題があるかもしれないので，
 この点に注意して講義をすすめて欲しい．
・参考文献の取り扱いは？ 出典を明示して執筆する．
・（シラバス原案の）第 5 章 従来の分類ではなく，小型化の手法に基づく分類でまとめ
る．
・EBGによる小形化，RFIDアンテナなど 別章（最近の小形アンテナの動向）を
 設けて，文献を引用しながら解説する．
・シミュレーション実例では，筐体や人体の影響についても説明する．
・小形アンテナの整合技術やノウハウについて説明があると良い．
・マイクロストリップアンテナと関連する小型化手法についても触れてはどうか．
・測定法のところで，平均化利得（MEG）については触れるのか？ 触れない．

以上



2004.6.23 

2005

07.05 

07.05 B

09.05 B

07.05 B

07.05 B

06.05 B

06.05 B

06.05 B

08.05 B

08.05 B

06.05 B

07.05 B

07.05 B

07.05 B

07.05 B

06.05 

09.05 

06.05 

07.05 

06.05 

( )

1,354 2005 1 1,060 127.7%

EB 3 (200 )

4,028 2005 2 3,729 108.0%

(2003 ) 32.9% 49.2%

Paper Letter [%]
2005/01 
2005/02 

Multi-carrier Signal Processing Techniques for Next 
Generation Mobile Communication 
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2005/03 Ubiquitous Networks 22/43 0/0 51.2
2005/04 Internet Technology V 19/61 1/1 32.3
2005/05 Recent Progress in Antenna and Propagation Researches 

Recent Progress in Optoelectronics and 
Communications(BC )

-
13/37 
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2005/11 Software Defined Radio Technology and Its Applications 
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Major Revision

( )
[Associate editor’s comments to the author(s)] 

Associate editor decided to reject this paper, as major revision is required 
prior to publication. I recommend authors to read carefully the reviewer’s 
comments, revise the manuscript and resubmit as a new paper again. 
Since the proposed methods are interesting, we strongly recommend that 
the authors revise the following part and resubmit the manuscript. 
When resubmitting your paper, please designate the paper ID and prepare 
the reply comments to the reviewer(s). 

      (a)

<<6 >>
( ) The authors may withdraw the manuscript submitted to an IEICE 
journal if a review is not returned within 6 months from the date of 
submission. 

 ( )  The authors may have the option of the manuscript submitted 
to an IEICE Transactions to other  journals after withdrawing the 
manuscript  if a review could not be returned within 6 months from the 
date of submission. 

(b)
 ( )Items referenced should be limited to material that is easily 

accessible by the public at the date of publication. 

OMDP(Overseas Membership Development Program:

) , .
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Antenna design by using Method of Moments, 8 pages  

Antenna design using the finite difference time domain method, 16 

pages

Radiation Pattern Analysis of Reflector Antennas – Discussions and 

Hybrid Use of Physical Optics and Aperture Field Integration Method –, 11 pages 

Small antennas: Downsizing techniques and its index factor, 8 pages 

Broadband/Multiband Printed Antennas, 9 pages 

Iterative DOA Estimation Using Subspace Tracking Methods and 

Adaptive Beamforming, 11 pages 

MIMO Propagation Channel Modeling, 14 pages 

Application of space division multiplexing and those performance in a 

MIMO channel, 9 pages 
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ISAP国際会議委員会報告

       ISAP国際会議委員会 総務幹事

１．ISAP国際会議委員会（2004年度第 3回：2004年 12月 20日，機械振興会館で開催）の報告
（１）2007年 ISAPについて

2005年 3月 23日に開催の通ソ運営委員会に ISAP2007の国際会議趣意書を提案するスケジュ
ールで準備を進めることとなった．暫定的に，会期を2007年 8月 19日（日）－23日（木），開催会
場を新潟朱鷺メッセとする．収入計画で寄付の比率を下げる（企業数は減らさないで単価を下げる）
方向で検討することとした．ISAPの略称として，ISAPの後に空白を置かずに西暦年を続けるスタイ
ルで行くことになった（例えば ISAP2007）．

（２）ISAP海外開催について
海外開催計画として，2006年 ISAPについては，シンガポール側からの検討結果を待ち，通ソに対
する後援の事務処理を順次進めることとなった．2008年 ISAPについては，ISAP2005の際にソウ
ルで開催予定の会合へオーストラリア代表の出席を促す方向で進めることとした．
ISAP 国際会議委員会の国際化の件に関し，当面 ISAP 国際会議委員会の形を維持しながら，海
外の関係者にはオブザーバの形で議論に参加してもらう方向で進めることとなった．ISAP2005 の
会期中の海外関係者を含めた会合については，ISAP国際会議委員長が主催するISAP国際会議
委員会として開催し，今後の組織のあり方や，今後の ISAPの開催年・場所について議論を行う場と
することとなった．

（３）ISAP国際会議委員会委員の改選について
2005年 2月に個人委員半数改選の選挙を実施し，次回委員会で 2005年度の委員会構成を確定
する予定で進めることとなった．

２．ISAP国際会議委員会（2004年度第 4回：2005年 3月 15日，機械振興会館で開催）の報告
（１）個人委員改選結果と2005年度 ISAP国際会議委員会構成の件
個人委員の改選結果の確認を行った後，次期委員長として手代木 扶氏を選出した．

（２）ISAP国際会議委員会活動報告・会計報告
2004年度活動報告・収支決算案，2005年度事業計画・予算案を審議した．2005年度予算案
の中で，ISAP2007準備金を 600万円に変更することなどの修正を行うことで承認された．

（３）海外開催関連
ISAP2005 会期中の ISAP 国際会議委員会開催の件について，2005 年 8 月 3 日 12:00-14:00

に開催すること，主要議題の構成は ISAP2005概要報告，ISAP2006計画報告，ISAP2007計画
報告とすることとし，早急に議事次第を準備することとなった．
ISAP2006 については，iWAT2005（シンガポール）における情報等を踏まえて議論し，シンガポー
ル側が可能であれば日本としては 2006年 7月末，11月，12月初めのいずれも受け入れ可能であ
ること，支援策の一つとして論文査読への協力が可能であることをシンガポール側に伝えようというこ
とになった．

３．ISAP2006対応緊急会合（2005年 5月 22日，機山館で開催）の報告
ISAP2006のシンガポール開催に関して，組織形態＋資金支援の可能性について議論が進行中であ
るが，早期の取りまとめのため緊急の打合せを行うこととなり，以下の結論を得た．
（１）ISAP海外開催における基本方針
  ・ホスト国固有の受け皿組織（学会など）を主催者とする．
・IEICE は原則として財務に関与せず，TPC への寄与などの技術面での寄与や会議開催ノウハウの
移転などの寄与でその存在感を維持することとする．
・海外開催の ISAPの組織形態におけるIEICEの関与は，technical cosponsorshipとする．
なお，ISAP2005 では財務に関与することなく，学会手続き上は後援（cooperation）カテゴリーで英
文表記上は cosponsorship を使用することで通ソの承認を得たが，このような流儀が韓国以外の国
では理解されないことを認識して，前項の方針を取ることとする．



（２）ISAP2006対応
（第１案）ISAP2006 の主催として，シンガポール側が ISAP2006 組織委員会あるいは実行委員会
の組織を立ち上げる．IEICE側は共催組織として前述組織に参画しISAP国際会議委員会会計か
ら準備金をISAP2006 財務に移管する．財務面での約束を文書化（契約書化）する。共催に伴い，
ISAP国際会議委員会からISAP2006組織委員会（あるいは実行委員会）に委員を派遣する．
（第２案）第１案が頓挫した場合に IEEE AP/MTT Singapore Chapter が主催となる（単に
IEEE AP/MTT Singapore Chapter 主催では，日本からの寄与がやりにくいことを理由にシン
ガポール側に配慮を求める）．
上記案についてシンガポール側と非公式な折衝を早急に行う．第１案についてシンガポール側が内
諾の場合，通ソに対して共催の国際会議計画趣意書を作成するに必要な予算計画，体制表等の提
供を求める．時間が厳しくなっているが，7/3-8に開催のIEEE AP-S&URSIでISAP2006の基本
的な広報を行えることを目標に動くこととする.

（３）ISAP2005での Luncheon会合対応について若干の議論
そろそろ会合案内を行う必要がある．また，議題，招請者についても詰める必要がある．

４．ISAP国際会議委員会（2005年度第 1回：2005年 6月 10日，機械振興会館で開催）の報告
（１）ISAP国際会議委員会新体制を確認した（構成を別添資料に示す）．
（２）ISAP2006対応

ISAP2006の開催形態として次の 3つが考えられる．
(a) IEICE Singapore SectionがSponsor，通信ソサイエティがCosponsor（実質は ISAP国際会
議委員会が一定の財務負担を負う）．

(b) 現地に ISAP2006の主催組織として組織委員会または実行委員会をたちあげてもらい，通信ソ
サイエティがCosponsorとして共催する（一財務負担は上記と同様）．

(c) IEEE AP/MTT Singapore Chapter が財務面を含めて主催，IEICE は財務に関与しない
technical cosponsorという立場．

IEICE Singapore Sectionが主催組織となることにはあまり問題はなさそうであり，結論としては(a)

案で進めるのが妥当と考えられる．時間がないので，シンガポール側から共催依頼書を至急送付し
てもらい，それをもとに計画趣意書（ISAP2005 と同程度）案を至急用意し，通ソの新しい執行委員
会でメール審議をお願いする．7月上旬に米国で開催されるIEEE AP-S&URSIで ISAP2007と
ともにプレアナウンスする．

（３）ISAP2005期間中におけるLuncheon会合の開催
基本的な考えとして，アジア太平洋地域で開催する ISAP を，継続的かつ円滑に運営するために，
ISAP国際運営委員会（仮称）を設ける．その構成メンバや役割等について議論した．時間切れのた
め，当日のAgenda案も含めてメールで早急に継続審議することとした．

（４）ISAP2007の進捗状況について
安藤 ISAP2007組織委員長より，ISAP2007の進捗状況について報告があった．なお，今後はAP

研専門委員会とも緊密に連絡を取り合うことが確認された．

５．今後の予定
ISAP2005期間中におけるLuncheon会合に先立ち，7月下旬頃に次回の委員会を開催予定．

                                                             以上
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無
線
シ
ス
テ
ム
開
発
部

委
員

安
藤
真

東
京
工
業
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
電
気
電
子
工
学
専
攻

和
文
B

宇
野
亨

東
京
農
工
大
学
大
学
院
共
生
科
学
技
術
研
究
部
シ
ス
テ
ム
情
報
科
学
部
門

委
員

新
井
宏
之

横
浜
国
立
大
学
大
学
院
物
理
情
報
工
学
専
攻

和
文
B

森
下
久

防
衛
大
学
校
電
気
電
子
工
学
科

委
員

伊
藤
公
一

千
葉
大
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
メ
デ
ィ
カ
ル
工
学
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

和
文
B

村
田
孝
雄

Ｎ
Ｈ
Ｋ
　
技
術
局
　
送
信
技
術
セ
ン
タ
ー
（デ
ジ
タ
ル
送
信
）

委
員

井
原
俊
夫

関
東
学
院
大
学
 工
学
部
電
気
電
子
情
報
工
学
科

英
文
B

堀
俊
和

福
井
大
学
工
学
部
情
報
・メ
デ
ィ
ア
工
学
科

委
員

唐
沢
好
男

電
気
通
信
大
学
電
子
工
学
科

英
文
B

庄
木
裕
樹

（株
）東
芝
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
モ
バ
イ
ル
通
信
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー

委
員

菊
間
信
良

名
古
屋
工
業
大
学
つ
く
り
領
域
情
報
工
学
専
攻

英
文
B

野
本
真
一
(株
)Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ研
究
所
 ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
計
グ
ル
ー
プ

委
員

庄
木
裕
樹

（株
）東
芝
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
モ
バ
イ
ル
通
信
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー

英
文
B

神
谷
幸
宏

東
京
農
工
大
学
工
学
部
電
気
電
子
工
学
科

委
員

堀
俊
和

福
井
大
学
工
学
部
情
報
・メ
デ
ィ
ア
工
学
科

英
文
B

市
坪
信
一

株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
無
線
リ
ン
ク
開
発
部

委
員

牧
野
滋

三
菱
電
機
（株
）情
報
技
術
総
合
研
究
所
　
ア
ン
テ
ナ
技
術
部

英
文
B

廣
川
二
郎

東
京
工
業
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
電
気
電
子
工
学
専
攻

委
員

山
口
芳
雄

新
潟
大
学
 工
学
部
情
報
工
学
科

英
文
B

山
口
良

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
　
ワ
イ
ヤ
レ
ス
研
究
所
 E
M
C
研
究
室

和
文
副
委
員
長
菊
間
信
良

名
古
屋
工
業
大
学
つ
く
り
領
域
情
報
工
学
専
攻

20
05
年
度

AP
研
歴
史
委
員
会
構
成

英
文
副
委
員
長
山
田
寛
喜
　
新
潟
大
学
工
学
部
　
情
報
工
学
科

区
分

氏
名

所
属

副
編
集
長

新
井
宏
之

横
浜
国
立
大
学
大
学
院
物
理
情
報
工
学
専
攻

委
員
長

塩
川
孝
泰

東
北
学
院
大
学
工
学
部
電
気
工
学
科

副
編
集
長

井
上
隆

(株
)K
D
D
I研
究
所
Y
R
P
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
グ
ル
ー
プ

幹
事

宇
野
亨

東
京
農
工
大
学
大
学
院
共
生
科
学
技
術
研
究
部
シ
ス
テ
ム
情
報
科
学
部
門

幹
事

高
橋
応
明

千
葉
大
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
メ
デ
ィ
カ
ル
工
学
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

幹
事

牧
野
滋

三
菱
電
機
（株
）情
報
技
術
総
合
研
究
所
　
ア
ン
テ
ナ
技
術
部

幹
事

宮
下
　
裕
章

三
菱
電
機
（株
）情
報
技
術
総
合
研
究
所
　
ア
ン
テ
ナ
技
術
部

幹
事
補
佐

有
馬
卓
司

東
京
農
工
大
学
 工
学
部
 電
気
電
子
工
学
科

幹
事
補
佐

山
本
　
学

北
海
道
大
学
 大
学
院
情
報
科
学
研
究
科
 メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
専
攻

委
員

菊
間
　
信
良

名
古
屋
工
業
大
学
つ
く
り
領
域
　
情
報
工
学
専
攻

委
員

倉
本
晶
夫

日
本
電
気
(株
) 
モ
バ
イ
ル
ワ
イ
ヤ
レ
ス
事
業
部
 第
六
開
発
部

20
05
年
度

AP
研
常
設
委
員
会
構
成

委
員

庄
木
裕
樹

（株
）東
芝
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
モ
バ
イ
ル
通
信
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー

 区
分

氏
名

所
属

委
員

正
源
和
義

N
H
K
放
送
技
術
研
究
所
衛
星
デ
ジ
タ
ル
シ
ス
テ
ム

委
員
長

唐
沢
好
男

電
気
通
信
大
学
　
電
子
工
学
科

委
員

鈴
木
康
夫

東
京
農
工
大
学
工
学
部
電
気
電
子
工
学
科

幹
事

長
敬
三

株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
無
線
シ
ス
テ
ム
開
発
部

委
員

高
橋
応
明

千
葉
大
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
メ
デ
ィ
カ
ル
工
学
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

委
員

岩
井
誠
人

同
志
社
大
学
工
学
部
電
子
工
学
科

委
員

長
敬
三

株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
無
線
シ
ス
テ
ム
開
発
部

委
員

岩
田
龍
一

 ア
ン
テ
ン
株
式
会
社

委
員

野
本
真
一

(株
)Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ研
究
所
 ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
計
グ
ル
ー
プ

委
員

榊
原
 久
二
男
名
古
屋
工
業
大
学
 お
も
ひ
領
域
電
気
情
報
工
学
科

委
員

堀
俊
和

福
井
大
学
工
学
部
情
報
・メ
デ
ィ
ア
工
学
科

委
員

佐
藤
 和
夫

（株
）豊
田
中
央
研
究
所
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
12
グ
ル
ー
プ

委
員

真
鍋
武
嗣

大
阪
府
立
大
学
 大
学
院
工
学
研
究
科

委
員

庄
木
裕
樹

（株
）東
芝
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
モ
バ
イ
ル
通
信
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー

委
員

森
下
久

防
衛
大
学
校
電
気
電
子
工
学
科

委
員

高
橋
応
明

千
葉
大
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
メ
デ
ィ
カ
ル
工
学
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

委
員

陳
強

東
北
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
電
気
・通
信
工
学
専
攻

IS
AP
国
際
会
議
委
員
会
委
員
名
簿

委
員

廣
川
二
郎

東
京
工
業
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
電
気
電
子
工
学
専
攻

委
員
区
分
（役
職
）
氏
名

所
属

委
員

藤
元
美
俊

福
井
大
学
 工
学
部
　
情
報
・メ
デ
ィ
ア
工
学
科

個
人
委
員
（委
員
長
）
手
代
木
　
扶

ア
ン
リ
ツ
（ 株
）

委
員

宮
下
　
裕
章

三
菱
電
機
（株
）情
報
技
術
総
合
研
究
所
　
ア
ン
テ
ナ
技
術
部

ポ
ス
ト
委
員
（副
委
員
長
）
澤
谷
邦
男

東
北
大
学

委
員

山
本
学

北
海
道
大
学
 大
学
院
情
報
科
学
研
究
科
 メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
専
攻

個
人
委
員
（総
務
幹
事
）
伊
藤
公
一

千
葉
大
学

オ
ブ
ザ
ー
バ

宇
野
亨

東
京
農
工
大
学
大
学
院
共
生
科
学
技
術
研
究
部
シ
ス
テ
ム
情
報
科
学
部
門

個
人
委
員
(会
計
幹
事
）
庄
木
裕
樹

（ 株
）東
芝

個
人
委
員

新
井
宏
之

横
浜
国
立
大
学

20
05
年
度

AP
研
国
際
委
員
会
構
成

個
人
委
員

安
藤
　
真

東
京
工
業
大
学

 区
分

氏
名

所
属

ポ
ス
ト
委
員

井
原
俊
夫

関
東
学
院
大
学

委
員
長

伊
藤
公
一

千
葉
大
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
メ
デ
ィ
カ
ル
工
学
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

ポ
ス
ト
委
員

宇
野
　
亨

東
京
農
工
大
学

幹
事

森
下
久

防
衛
大
学
校
電
気
電
子
工
学
科

個
人
委
員

唐
沢
好
男

電
気
通
信
大
学

幹
事
補
佐

道
下
尚
文

防
衛
大
学
校
 電
気
情
報
学
群
 電
気
電
子
工
学
科

個
人
委
員

長
　
敬
三

(株
)Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

委
員

新
井
宏
之

横
浜
国
立
大
学
大
学
院
物
理
情
報
工
学
専
攻

委
員
長
推
薦
委
員
中
野
久
松

法
政
大
学

委
員

宇
野
亨

東
京
農
工
大
学
大
学
院
共
生
科
学
技
術
研
究
部
シ
ス
テ
ム
情
報
科
学
部
門

個
人
委
員

古
濱
洋
治

(財
）ﾃ
ﾚｺ
ﾑ
先
端
技
術
研
究
支
援
ｾ
ﾝﾀ
ｰ

委
員

神
谷
幸
宏

東
京
農
工
大
学
工
学
部
電
気
電
子
工
学
科

個
人
委
員

牧
野
　
滋

三
菱
電
機
（株
）

委
員

常
川
光
一

日
本
電
信
電
話
(株
) 
未
来
ね
っ
と
研
究
所

個
人
委
員

真
鍋
武
嗣

大
阪
府
立
大
学

委
員

陳
強

東
北
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
電
気
・通
信
工
学
専
攻

ポ
ス
ト
委
員

山
崎
恒
樹

日
本
大
学

幹
事

宮
下
　
裕
章

三
菱
電
機
（株
）情
報
技
術
総
合
研
究
所
　
ア
ン
テ
ナ
技
術
部

＊
個
人
情
報
が
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
取
扱
い
に
注
意
し
、
目
的
以
外
に
使
用
し
な
い
で
下
さ
い
。
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